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ネコAIM独自の特性に起因したネコ腎
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 ネコ特異的な腎疾患自己治癒機構の
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愛玩動物として広く飼育されているネコの主な死因となる腎不全の原因が明らかとなった。この結果はネコの腎不全の新しい治療法開
発に資する。
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血中タンパク質Apoptosis Inhibitor of MacrophageとIgMの相互作用解析

BIACORE 分子間相互作用解析装置書

血中タンパク質AIMは，急性腎不全を治癒させる機能を持つことがマウスを用いたモデル動物実験から判明している。AIMの発現は，
ヒト，マウス，ネコで発現が確認されているが，ネコでは腎不全が多発し，主な死因となっている。AIMは正常時，血中でIgM五量体に結
合して存在し，病態時に解離して活性化する。本研究では，AIMとIgMの結合親和性をヒト，マウス，ネコ由来のタンパク質においてSPR
法により測定した。その結果，ネコのAIMはIgMとの親和性が非常に高いことが明らかとなり，これが主な原因となりネコでは急性腎不
全から回復できないことが判明した。
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